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広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号２

　

県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
は
、
６
月
に

「
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
」と
正
式
名
称
が

決
定
し
、
現
在
、
常
陸
大
宮
市
田
子
内
町

地
内
で
来
年
７
月
の
開
院
に
向
け
て
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

茨
城
県
の
県
北
西
部
地
域
は
、
県
内
で

唯
一
中
核
的
な
病
院
が
存
在
し
な
い
地
域

で
、
常
陸
大
宮
市
に
お
け
る
入
院
及
び
外

来
患
者
の
受
療
動
向
は
、
水
戸
市
内
の
医

療
機
関
に
依
存
し
て
お
り
、
特
に
事
故
損

完成予想パース完成予想パース

傷
や
急
病
患
者
等
に
対
応
す
る
救
急
医
療

体
制
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
医
療
需
要
に

応
じ
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
常
陸
大
宮
市
な
ど
の
総
合

病
院
誘
致
期
成
同
盟
と
茨
城
県
及
び
済
生

会
は
、
地
域
住
民
に
良
質
で
安
心
・
信
頼

さ
れ
る
医
療
の
提
供
が
で
き
る
地
域
中
核

病
院
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
中
核
病
院
と
し
て
、
次
の
機
能
に

つ
い
て
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
第
二
次
救
急
医
療
に
対
応
す
る
診
療
機

能
を
有
す
る
急
性
期
型
病
院

○
へ
き
地
医
療
に
対
応
す
る
拠
点
病
院
と

し
て
の
機
能
を
有
す
る
病
院

○
心
臓
手
術
や
が
ん
の
放
射
線
治
療
等
に

つ
い
て
は
、
水
戸
済
生
会
総
合
病
院
と

の
連
携
に
よ
る
診
療
体
制
の
確
立

　

目
標
と
し
て
は
、
地
域
医
療
の
充
実
を

図
る
た
め
、
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連

携
と
機
能
分
担
を
図
り
、
地
域
医
療
支
援

病
院
を
目
指
し
ま
す
。

 

　

放
射
線
診
断
部
門
、
生
理
及
び
検
体
検

査
部
門
を
建
物
の
中
央
に
配
置
し
、
外

来
、
救
急
、
病
棟
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
配

慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
で
す
。

○
放
射
線
診
断
部
門

一
般
的
な
放
射
線
機
器
の
ほ
か
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
（
１
・
５
テ
ス
ラ
）、
マ
ル
チ
ヘ
リ
カ

ル
Ｃ
Ｔ
（　

ス
ラ
イ
ス
）、
多
目
的
血
管

１６

造
影
装
置
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
等
の

機
器
を
装
備
し
ま
す
。

○
臨
床
検
査
部
門

生
理
検
査
、検
体
検
査
部
門
を
集
約
し
て

配
置
し
、細
菌
検
査
室
も
設
置
し
ま
す
。

○
中
央
処
置
室

点
滴
等
の
処
置
に
使
用
す
る
ベ
ッ
ド
を

設
置
す
る
ほ
か
、
外
来
化
学
療
法
室
及

び
内
視
鏡
検
査
室
３
室
を
配
置
し
ま
す
。

○
病
棟
構
成

病
棟
数　
３
病
棟
／
病
床
数　
１
６
０
床

１
６
０
床
の
う
ち
個
室
（
１
床
室
）
は

　

床
、
４
床
室
は
個
室
的
多
床
室
と

４８し
、
廊
下
側
か
ら
出
入
り
す
る
病
室
専

用
の
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

◇
２
階　

混
合
病
棟
◇
主
に
小
児
科
・
産

婦
人
科
の
病
床
で
す
。
分
娩
室
や
新
生

児
室
及
び
未
熟
児
室
が
あ
り
ま
す
。

◇
３
階　

外
科
系
病
棟
◇
術
後
患
者
及
び

重
症
患
者
を
収
容
す
る
集
中
治
療
室
が

４
床
あ
り
ま
す
。

◇
４
階　

内
科
系
病
棟
◇
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
隣
接
し
た
重
症
患
者
を

収
容
す
る
観
察
室
が
６
床
あ
り
ま
す
。

◇
感
染
症
対
策
◇
細
菌
性
赤
痢
や
腸
チ
フ

ス
等
の
二
類
感
染
症
患
者
を
収
容
で
き

る
病
室
が
４
床
あ
り
ま
す
。

◇
手
術
室
◇
３
室
あ
り
、
う
ち
１
室
は
ク

ラ
ス
１
０
０
０
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
す
。

○
リ
ハ
ビ
リ
部
門

理
学
療
法
室
と
作
業
療
法
室
を
一
体
化

さ
せ
た
訓
練
室
を
設
置
し
、
急
性
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し
ま
す
。

○
災
害
等
支
援

大
地
震
等
の
災
害
時
に
救
護
拠
点
と
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
井
水
の
利
用
や
、

２
ヵ
所
の
変
電
所
か
ら
受
電
が
出
来
る

よ
う
整
備
し
、ま
た
、緊
急
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
調
理
環
境
に
配
慮
し
た
オ
ー
ル
電
化
厨

房
を
整
備
し
ま
す
。

・
騒
音
・
振
動
低
減
の
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
別
棟
に
配
置
し
ま
す
。

・
地
域
の
医
療
・
福
祉
と
の
連
携
を
図
る

た
め
地
域
医
療
連
携
室
、
相
談
室
及
び

医
療
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

病
院
機
能
の整

備
方
針

主
な
施
設
の
概
要



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号３

　

医
療
事
故
の
防
止
や
質
の
高
い
医
療
を

提
供
す
る
た
め
、
診
療
情
報
の
共
有
化
を

図
る
と
と
も
に
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
推
進
す
る
た
め
、
開
院
当
初
か
ら
、
県

内
初
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
や
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
及
び
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
等
の
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
導
入
し
活
用
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
外
来
診
察
室
や
病
棟
で
は
放
射
線
検

査
の
画
像
や
内
視
鏡
検
査
、
超
音
波
検

査
、
血
液
検
査
等
の
結
果
を
い
ち
早
く
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
上
で
確
認
、
診
断

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
正
確
な
診
療

と
効
率
性
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
将
来
的
に
は
、
水
戸
済
生
会
総
合
病

院
と
の
医
療
情
報
連
携
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

運
営
主
体
は
済
生
会
で
あ
り
、
正
式
名

称
は
、「
社
会
福
祉
法
人�
済
生
会
支
部

茨
城
県
済
生
会　

常
陸
大
宮
済
生
会
病

院
」
で
す
。

　

済
生
会
は
全
国
に　

の
医
療
施
設
を
有

８９

し
、
茨
城
県
内
に
は
、
水
戸
済
生
会
総
合

病
院
、
龍
ケ
崎
済
生
会
病
院
、
神
栖
済
生

会
病
院
及
び
県
立
こ
ど
も
病
院
（
管
理
運

営
受
託
）
の
４
病
院
が
あ
り
、
県
内
で
５

番
目
の
病
院
と
な
り
ま
す
。

○
院
長
予
定
者

　

病
院
長
予
定
者
は
、
現
自
治
医
科
大
学

附
属
病
院
副
院
長
で
あ
る
伊
東
紘
一
先
生

で
す
。

伊
東
先
生
の
現
職

　

自
治
医
科
大
学
図
書
館
長

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
副
院
長

　

自
治
医
科
大
学
臨
床
検
査
医
学
講
座
教
授

　

日
本
臨
床
検
査
医
学
会
評
議
員

日
本
超
音
波
医
学
会
理
事（
前
理
事
長
、

恩
賜

財
団

第
７
回
ア
ジ
ア
超
音
波
医
学
生
物
学
学

術
連
合
国
際
会
議
会
長
）

　

伊
東
先
生
は
、
今
回
の
病
院
開
設
に
あ

た
り
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
目
標
と
し
て

病
院
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

●
患
者
中
心
の
医
療

●
安
全
で
質
の
高
い
医
療

●
地
域
に
開
か
れ
た
病
院

○
職
員
配
置
計
画

　

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
医
師　

人
、
看

２０

護
師　

人
、
薬
剤
師
や
放
射
線
技
師
等
の

９９

医
療
従
事
者
を　

人
、
そ
の
他
職
員
と
合

２４

わ
せ
て
１
６
０
人
と
す
る
計
画
で
す
。

　

な
お
、医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、医
療

に
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
医
療
を
担
う
と
い

う
、建
学
の
精
神
と
も
一
致
す
る
自
治
医
科

大
学
に
医
師
の
派
遣
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入

運
営
主
体
及
び
名
称

整備計画
����������	
��������

������������

����������	��

������

���������������

���������	
��

���

�����������	
�

������������	

���������	


��������	
��
��

�������������������	
��
��
����



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号４
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外来診療部門：外来診療・中央処置・救急診療
中央診療部門：薬剤・放射線画像診断・臨床検査

（放射線機器－MRI、CT、多目的血管造影装置、マンモグ
ラフィー等）

供 給 部 門：厨房・リネン
管 理 部 門：受付・医事・事務・地域医療連携、レストラン・売店

建設現況（平成17年10月21日撮影）

病棟部門

正面玄関

手術室

検診部門

リハビリ訓練室

診察�

中央処置�救急�

放射線�
検体検査�

薬局� 管理�

管理�地域�
主厨房�

委託�
サーバー�

ＳＰＬ�霊安�

更衣�
更衣�

ゴミ�

解剖�

売店�喫茶�職員食堂�

生理�業務�
ＥＶホール�

ＥＶホール�

待合�

待合�

東
ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト�

西
ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト�

エントランスホール�

診察�

主玄関�

サービス�

サービス� ヘリ搬送�

遺体搬送�

救急�
サブ玄関�
（時間外・職員）�

（増築）�

診察�

ＷＣ�

ＷＣ�

病 棟 部 門：２４室５４床（ICU４床）
（外科系病棟－外科、整形外科、脳
神経外科、泌尿器科等）
中央診療部門：手術室（３室）

中央滅菌・ME室

病室�

病室�

病室�

ＮＳ�デイ�

食堂�

病室�

病室� ＩＣＵ�

付属�

ＭＥセンター�

手術ゾーン�
ＯＰ�

中材�前室�

ＯＰ�

ＯＰ�

厨房専用ＥＶ�

ＥＶホール�

光
庭�

ホ
ー
ル�

��

病 棟 部 門：２５室５５床
（感染症病床

２床）
（内科系病棟－呼吸器、消化
器、循環器等）
中央診療部門：
急性期リハビリテーション
訓練室
（理学療法・作業療法・言語
療法）

病室�

病室�

病室�

ＮＳ�デイ�

食堂�

病室�

病室�

ＳＴ�

機械浴�

ＰＴ�

屋上リハ�

ＯＴ�

リハビリ�

厨房専用ＥＶ�

ＥＶホール�

光
庭�

��

病 棟 部 門：２４室５１床
（感染症病床

　２床）
（混合病棟－小児科、産婦人科等）
管 理 部 門：医師室、会議室
外来診療部門：健診

健診�

病歴�

講堂�

野外避難階段�

産科ゾーン�

屋上テラス�

ＷＣ�
医師室�

研究�

病室�

病室�

病室�

ＮＳ�

産科病棟・分娩�

デイ�

食堂�

病室�

厨房専用ＥＶ�

ＥＶホール�

��

��
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個
人
住
民
税

定
率
減
税
の
見
直
し

※
平
成　

年
１
月
１
日
に
お
い
て　

歳
に

１７

６５

達
し
て
い
た
方
で
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
の
経
過

措
置

平成１８
年度分

平成１９
年度分

所
得
割
及
び
均
等
割
の
税
額
の

２
／
３
を
減
額 

所
得
割
及
び
均
等
割
の
税
額
の

１
／
３
を
減
額

※
平
成　

年
１
月
１
日
以
降
の
所
得
に
対

１７

し
て
適
用
さ
れ
、
平
成　

年
度
以
降
の

１８

課
税
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

非
課
税
措
置
の
見
直
し

　

年
齢　

歳
以
上
の
方
の
う
ち
平
成　

年

６５

１７

中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方
に
対
す
る
個
人
住
民
税
の
非
課
税
措

置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

現　行改正後

所
得
割
額
か
ら　

％
相
当
額
（
上

１５

限
４
万
円
）
を
控
除

所
得
割
額
か
ら
７
・
５
％
相
当
額

（
上
限
２
万
円
）
を
控
除　

公
的
年
金
等
控
除

　

公
的
年
金
の
う
ち
、
年
齢　

歳
以
上
の

６５

方
の
控
除
額
が
見
直
さ
れ
、
１
２
０
万
円

に
な
り
ま
す
（
老
年
者
特
別
加
算
）。

※
こ
の
場
合　

歳
以
上
と
は
、
昭
和　

年

６５

１６

１
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
で
す
。

老
年
者
控
除

　

年
齢　

歳
以
上
で
か
つ
所
得
金
額
が
１
千

６５

万
円
以
下
の
方
の
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
課
税
所
得
金
額
か
ら
の　

万
円
の
控
除

４８

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。）

※
こ
の
場
合　

歳
以
上
と
は
、
昭
和　

年

６５

１６

１
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
で
す
。

※
平
成　

年
１
月
１
日
以
降
の
所
得
に
対

１７

し
て
適
用
さ
れ
、
平
成　

年
度
以
降
の

１８

課
税
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

公的年金等控除額
公的年金等の
収 入 額

１，２００，０００円３３０万円未満

収入金額×２５％
＋３７５，０００円

３３０万円以上
４１０万円未満

収入金額×１５％
＋７８５，０００円

４１０万円以上
７７０万円未満

収入金額×５％
＋１，５５５，０００円

７７０万円以上

個
人
住
民
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
上
乗
せ

部
分
の
廃
止

○
配
偶
者
特
別
控
除

　

控
除
対
象
配
偶
者
（
合
計
所
得
金
額　
３８

万
円
以
下
の
配
偶
者
）
に
つ
い
て
配
偶
者

控
除
に
上
乗
せ
し
て
適
用
さ
れ
る
部
分
の

控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※
平
成　

年
１
月
１
日
以
降
の
所
得
に
対

１６

平成１８年
度以降

平　成
１７年度

生計同一
の 妻 の
均 等 割

３，０００円１，５００円市民税

１，０００円５００円県民税

４，０００円２，０００円合　計

配 偶 者 に 適 用 さ れ る 所 得 控 除
パート（給与）収入の場合
（前年の合計所得金額）

配偶者特別控除配 偶 者 控 除

所得税市県民税所得税市県民税

×
×

※H１７年度より
○１０３万円以下（３８万円）

年　
　

収
○

×

１０３万円超１４１万円未満
（３８万超７６万円未満）

×
１４１万円以上
（７６万円以上）

○→控除が受けられます。　×→控除は受けられません。

し
て
適
用
さ
れ
、
平
成　

年
度
以
降
の

１７

課
税
額
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
見
直
し

　

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
夫
と

生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が

段
階
的
に
廃
止
さ
れ
、
所
得
金
額
が
一
定

金
額
を
超
え
る
方
に
均
等
割
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

※
一
定
の
金
額
と
は
、
所
得
で　

万
円

２８

（
給
与
収
入
で　

万
円
）
で
す
。

９３

平
成　

年
度
以
降

17
適
用
に
な
っ
て
い
る
も
の



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号６
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事　業　費事　　　業　　　名
１億９，９５４万円高度情報化推進事業

４００万円国際交流事業
１，７６３万円地方バス路線運行助成事業
１，２６６万円地域ケアシステム推進事業
１，３６７万円防犯対策事業

２億４，３９４万円医療福祉費支給事業
２億４，２１３万円障害者支援費事業（施設訓練・生活支援）
４億６，４００万円民間保育所入所委託事業
１，９３７万円地域子育て支援事業
１，０３５万円民間保育所保育士増員助成事業
４，１１８万円延長保育促進等事業（延長・一時・放課後・学童）

１億５，３１１万円児童手当支給事業
６，０１５万円老人保護措置事業
２，２２２万円在宅介護支援センター運営事業

１億４，４２４万円生活保護扶助事業
１億８，８２０万円健康づくり推進事業（老人保健・母子保健・予防接種）
４，４５０万円合併処理浄化槽設置助成事業
２５９万円住宅太陽光発電システム設置助成事業

１５億３，８６７万円県北西部地域中核病院建設事業
１億１，０７６万円山間急傾斜地帯県単土地改良事業
７，８７７万円山村振興事業（多面的交流促進施設・林道整備）
２，３３７万円木造住宅建設助成事業
９，６０４万円林道整備事業
６，２８７万円奥久慈グリーンライン整備事業
４，３９１万円商工行政推進・振興補助事業
８億７１３万円市道整備事業

３億６，７９７万円市営住宅建設事業（桜の丘・野上金田・冥加平）
１億７，３０８万円消防施設等整備事業（防火水槽・積載車・救急車等）
３億４，５８６万円村田小学校改築事業
１，０５３万円小学校英語指導員配置事業
１，５９５万円中学校英語指導助手配置事業
３，６６５万円生涯学習・スポーツ振興事業

一
般
会
計
の
主
な
事
業
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歳入　236億9,682万5千円



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号７

差　引　額歳　　　出歳　　　入区　　　　　分

７億５，２３４万３千円２２９億４，４４８万２千円２３６億９，６８２万５千円一　般　会　計

２億２，８５７万８千円３４億５２４万５千円３６億３，３８２万３千円事 業 勘 定国民健
康保険

特　
　

別　
　

会　
　

計

１，２００万円１億１，８１２万２千円１億３，０１２万２千円診療施設勘定

５，０４０万５千円３９億８，６５９万８千円４０億３，７００万３千円老 人 保 健

１，３８１万７千円６億１，１５２万円６億２，５３３万７千円公 共 下 水 道 事 業

２，３９０万２千円４，３５１万８千円６，７４２万円公 営 墓 地

１，９４６万６千円５億４，２４４万７千円５億６，１９１万３千円農業集落排水事業

５，９５５万３千円２０億６，３４１万５千円２１億２，２９６万８千円介 護 保 険

４，７７２万５千円６億５，５９２万２千円７億３６４万７千円簡 易 水 道 事 業

１，３１５万６千円１億２，２６０万８千円１億３，５７６万４千円宅 地 造 成 事 業

１，２５０万９千円１億７，８３５万８千円１億９，０８６万７千円戸別浄化槽整備事業

３８万９千円８万３千円４７万２千円那珂地方公平委員会

２，３０５万４千円６億５，３３５万円６億７，６４０万４千円水道事業収益的収支企業
会計 △２億３，９５７万８千円５億１，１５６万４千円２億７，１９８万６千円水道事業資本的収支（※）

１０億１，７３１万９千円３５８億３，７２３万２千円３６８億５，４５５万１千円総　　合　　計

※水道事業資本的収支の歳入が歳出に不足する２億３，９５７万８千円は、過年度分損益勘定留保資金
２億２，５５１万１千円及び当年度分消費税資本的収支調整額１，４０６万７千円で補てんしました。

市民１人当たりに使われ
たお金　総額 466,902円
※市民１人当たりの金額は、
　住民基本台帳人口４９，１４２人
（H１７．３．３１現在）で算出して
います。

民生費 72,587円
高齢者・障害者福祉
対策や医療福祉費、
児童手当など

公債費 60,151円
建設事業等で借入れ
た市債の償還金

衛生費 55,137円
予防接種や各種検
診、ごみ処理事業、総
合病院建設事業など

教育費 48,696円
義務教育施設の整備
や公民館・図書館の
運営経費など

総務費 45,575円
税金の賦課収納、戸
籍や住民登録、選挙
経費など

土木費 43,141円
市道の整備･補修や
市営住宅の整備・維
持管理経費など

農林水産業費 28,044円
農林水産業の振興、
農道・林道の整備経
費など

消防費 16,241円
常備・非常備消防活
動費、消防施設の整
備、災害対策経費など

その他 97,330円
商工費、議会費、労
働費、基金積立金の
経費など

◆性質別

歳出 　229億4,448万2千円



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号８

　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年常陸大宮市条例第２号）第６条の
規定に基づき、市職員の任免、給与、勤務状況などについてお知らせします。

■職員の給与の状況（平成17年４月１日現在）　 

■職員の任免及び職員数に関する状況（平成16年度）　 

（３）職員数の状況

合計
公営企業等会計部門特別行政部門一 般 行 政 部 門

区　分
小計

国保
介護

下水
道

水道病院小計消防教育小計土木商工
農林
水産

衛生民生税務総務議会

６５１８５３０２１２２１２１８０７６１０４３８６４４７４８３７６１３８１４０１１H１６．４．１

６４８７２１５２１２４１２１９２７９１１３３８４４７９４８３８７７２７１３１７H１７．４．１

▲３▲１３▲１５２１２３９▲２３２１１６▲１１▲９▲４増減

※H１６．４．１は、旧大宮町、旧山方町、旧美和村、旧緒川村、旧御前山村及び大宮地方広域組合の内消防の職員の総数です。
※H１７．４．１より、大宮地方広域組合の解散に伴い全ての職員（１１人）が常陸大宮市の職員となっております。

（１）採用者数の状況

内　　　　　訳採用
者数

区　　分
大宮地方広域組合旧美和村旧山方町

４２６一 般 職 員

医 療 職 員

３３消 防 職 員

技能労務職員

３４２９合　計

（２）退職者数の状況

合　計合併後合併前区　　分

１８１７１一 般 職 員

１１医 療 職 員

２２消 防 職 員

２２技能労務職員

２３２２１合　計

※医療職員とは、医師、栄養士、保健師、看護師等をいいます。
※技能労務職員とは、単純な労務に雇用される職員で、自動車運
転手、技術員、調理手等をいいます。

※平成１６年度の職員採用は、合併前の旧山方町、旧美和村及び大
宮地方広域組合のみです。

※合併前、合併後とは合併の日（H１６． 
１０．１６）を基準にしたものです。

※合併前の退職者は、旧大宮町のみです。

（２）初任給の状況

高校卒短大卒大学卒区　分

１３８，８００円１４８，５００円１７０，７００円一般行政職

１５６，７００円１７０，４００円１９５，６００円消 防 職

１３６，１００円－－技能労務職

２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満

区　分

３８７，２００円３３６，６００円２９９，１００円大学卒一
般
行
政
職

３６７，８００円２９７，８００円２５３，２００円短大卒

３３３，８００円２７５，０００円２３５，９００円高校卒

（３）経験年数別平均給料月額の状況

（１）平均給料月額、平均年齢の状況

平均年齢平均給料月額区　分

４３歳６カ月３４６，６００円一般行政職

４６歳１０カ月２７０，９００円技能労務職

（４）特別職の報酬等の状況

期末手当給料・報酬の月額区　　　分

６月期１．７月分
１２月期１．６月分
計３．３月分

８２０，０００円
給　
　

料

市 長

６４３，０００円助 役

６１２，０００円収 入 役

６００，０００円教 育 長

３５０，０００円

報　
　
　
　
　

酬

議 長

３２４，０００円副 議 長

３０８，０００円旧大宮町選出
議　
　
　

員

２５５，０００円旧山方町選出

２５０，０００円旧美和村選出

２４５，０００円旧緒川村選出

２５４，０００円旧御前山村選出



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号９

（５）主な職員手当の状況

支 給 額 等手 当 名

○扶養親族を有する職員に支給　配偶者１３，５００円／月
配偶者以外２人まで６，０００円／月・３人目から５，０００円／月
扶養親族である満１６歳～満２２歳の年度末までの者は５，０００円加算

扶 養 手 当

○自己所有の家に居住するか、借家等に居住し家賃を支払っている職員に支給
借家・借間　家賃の額に応じて２７，０００円を限度に支給（家賃１２，０００円を超える場合に限る）

自宅　月額２，５００円（新築又は購入し５年間に限る）
住 居 手 当

○通勤距離が１km以上の職員に支給　１０kmまで８００円/km・１０km以上２００円/km（限度額１４，６００円）通 勤 手 当
○正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
勤務日における時間外勤務１時間につき　当該職員の時間単価×１．２５
週休日における時間外勤務１時間につき　当該職員の時間単価×１．３５
（午後１０時から翌日午前５時までの勤務の場合、それぞれ０．２５加算）

時 間 外
勤 務 手 当

○著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とする職員に支給

特
殊
勤
務
手
当

①市税事務特殊勤務手当－市税の賦課及び徴収に関する事務に従事した職員　月額２，０００円
②火葬場斎場業務特殊勤務手当－火葬場斎場業務に従事した職員　月額５，０００円
③社会福祉業務手当－福祉事務所において，生活保護を担当する職員　月額５，０００円
④簡易水道事業に従事する職員の特殊勤務手当－簡易水道事業に従事した職員　月額２，０００円
⑤消防業務出動特殊勤務手当－火災その他の災害に出動した職員　１回３００円
⑥救急業務出場特殊勤務手当－救急業務に従事した職員（救急救命士）　１回５１０円／（一般隊員）　１回３００円
⑦救急救命士特殊勤務手当－救急隊員のうち救急救命士の資格を有する職員　月額５，０００円
⑧水道業務手当－水道業務に従事した職員　月額２，０００円

代
表
的
な
手
当
の
例

○基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給　６月期　期末手当基礎額×１．４月分
１２月期　　　　〃　　　×１．６月分

※期末手当基礎額　給料月額＋扶養手当＋役職加算額（役職加算額は、給料月額に役職に応じて５～１５％
を加算した額）

期 末 手 当

○基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給　６月期　勤勉手当基礎額×０．７月分
１２月期　　　　〃　　　×０．７月分

※勤勉手当基礎額　給料月額＋役職加算額（役職加算額は給料月額に役職に応じて５～１５％を加算した額）
勤 勉 手 当

○宿日直勤務をした職員に支給　勤務１回につき４，２００円宿日直手当

勧奨・定年自 己 都 合支 給 率

退 職 手 当

２８．０８７５月分２１．０　月分勤続２０年

４３．３３５　月分３３．７５月分勤続２５年

６０．９９　月分４７．５　月分勤続３５年

６０．９９　月分６０．０　月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（４５～５９歳対象２％～３０％加算）その他の加算措置

（２）休　暇

休　暇　期　間　等種　類

１の年について２０日（ただし、２０日を限度
に繰り越せる）

年次休暇

１年以内において、公務、私事による負傷
又は疾病のために療養する場合で、必要と
認める期間

療養休暇

選挙権の行使、結婚、出産等の他特別の理
由により勤務しないことが相当である場合

特別休暇

配偶者、父母、子等の親族を負傷、疾病又
は老齢により、２週間以上にわたり介護す
る職員に対し、６月を限度に付与（無給）

介護休暇

■職員の分限及び懲戒処分の状況　 

処分者数（平成１６年度） 【該当者なし】

懲 戒 処 分分　限　処　分
区分

戒告減給停職免職降給休職降任免職

－－－－－－－－
処分
者数

－－－－－－－－
処分
事由

■職員の勤務時間その他の勤務条件の状況　 

（１）勤務時間（平成１７年４月１日現在）

勤 務 時 間 等区　分

午前８時３０分から午後５時１５分まで勤務時間

午後０時１５分から午後１時００分まで休憩時間

※特別の勤務に従事する職員（保育所に勤務する
職員等）については上記とは異なります。
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特別休暇の主なもの
期　　　　　　　間理　　　　　　　由

妊娠の期間中７日を超えない範囲
妊娠中の女子職員が妊娠嘔吐（つわり）のため勤務
することが困難な場合

出産の日までの申し出た期間
６週間（多胎妊娠の場合にあっては、１４週間）以内
に出産する予定である女子職員が申し出た場合

出産の日の翌日から８週間を経過する日までの期間職員が出産した場合

その都度必要と認める時間。ただし、１日につき２時間職員が生後満１年に達しない子を育てる場合

１日父母の祭日の場合

死亡者により１日から最大１０日忌引の場合

７日を超えない範囲内で必要と認められる期間職員が結婚する場合

出産予定日前１６週間目に当たる日から出産の日後２週間以内に
２日以内

職員の妻が出産する場合

１年に５日以内
小学校就学の始期に達するまでの子を看護のため勤
務しないことが相当であると認められる場合

■職員の服務の状況（平成16年度の新規承認者）　 
（１）育児休業承認状況

計女性男性承 認 機 関

１１３月以下

３月超え６月以内

１１６月超え９月以内

５５９月超え１年以内

２２１年６月超え２年以内

２年超え

９９－合 計

（２）介護休暇承認状況 【該当者なし】

計女性男性承 認 機 関

－－－１月以下

－－－１月超え２月以内

－－－２月超え３月以内

－－－３月超え４月以内

－－－４月超え５月以内

－－－５月以上

－－－合 計

■職員の研修の状況　 
職員に対する主な研修は「自治研修所」、「市単独」で行われているものです。

受講者数研　修　名　又　は　概　要区　　　　　分

１６概ね31歳から33歳までの非役付職員吏 員 第 ４ 部階
層
別
研
修

１３係長級に昇任した職員新 任 係 長 課 程

６課長補佐級に昇任した職員新任課長補佐課程

３課長級に昇任した職員新 任 課 長 課 程

３接遇講師養成、法令実務講師養成自主研究促進

９行政法講座、民法講座、地方自治講座、法制執務講座行 政 基 本
特
別
研
修

７政策形成基礎講座、政策法務講座、政策評価講座政 策 研 究

２６意思決定訓練講座、クレーム対応能力向上講座、接遇能力向上研修自 己 開 発

２危機管理講座、地域活性化講座特 別 セ ミ ナ ー

３茨城県への派遣派 遣 研 修

■職員の福祉及び利益の保護の状況　 
（１）厚生福利
○茨城県市町村職員共済組合
職員は茨城県市町村職員共済組合の組合員になっています。
共済組合の事業

事　業　概　要事 業 名

組合員とその家族の病気、ケガ、出産、死亡、休
業又は災害に対して、必要な給付を行う。

短期給付事業

組合員の退職、障害又は死亡に対して年金又は一
時金の給付を行う。

長期給付事業

健康診断などの健康の保持増進事業、保養施設の
運営、住宅資金の貸付けなどを行う。

福 祉 事 業

（２）公務災害補償の状況（平成１６年度）
認定件数２件

■公平委員会に係る業務の状況　 

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

－平成１６年度申立件数

－不服申立ての概要　

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

－平成１６年度要求件数

－措置要求の概要　　
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一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人ひひひひひひひひひひひとととととととととととりりりりりりりりりりりののののののののののの人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権意意意意意意意意意意意識識識識識識識識識識識ををををををををををを育育育育育育育育育育育てててててててててててよよよよよよよよよよよううううううううううう
　私たちは、生まれながらにして自由・平等であり、幸せで健康に生きる権利をもっています。この権利は、基
本的人権として侵すことのできない大切なものです。
　だれもが幸せに暮らせる明るい社会を作るためには、人権問題を正しく理解し相手の立場にたって考え、行動
をすることが大切です。
　真に人権が尊重される社会を築くため、市民一人ひとりが思いやりの心を持って行動しましょう。

12月４日から10日までは第57回人権週間です
　１９４８年（昭和２３年）１２月１０日、国連総会で世界人権
宣言が採択されたのを記念し、毎年１２月１０日は「人権
デー」と定められました。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権デーを
最終日とする１２月４日から１０日までを「人権週間」と
して各種の人権啓発活動を行っています。
　一人ひとりはみな違いますが、人権はすべての人に
平等に保障されています。しかし、自分の人権を主張
するだけでは、他の人の人権を侵害することもあります。
　人権週間に当たり、人権は、自分と同じように他の
人にもあることを考え、お互いに相手の立場を考え、
豊かな人間関係をつくりましょう。
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　常陸大宮市には法務大臣より委嘱された９人の人権
擁護委員がいます。人権に関する悩みごと、心配ごと
などの相談を受けるとともに、人権尊重思想の普及高
揚に努めています。
　特設人権相談所は年１１回開設、小中学生を対象に人
権に関する書道や作文の募集、人権の花運動や人権七
夕まつりの開催等啓発活動を行っています。

【人権擁護委員】
  長 嶋 丞 子  東富町 �　５２－００５５
  原　 博 子  栄 町 �　５２－０２７８
  野 澤 知 行  辰ノ口 �　５３－０８８０
  寺 門 延 幸  下村田 �　５３－２９８８
  鈴 木 泰 全  山 方 �　５７－６０３９
  木 村 孝 吉  舟 生 �　５７－３０４７
  岡 崎 良 夫  鷲 子 �　５８－２９２６
  長 山　 徹  小 舟 �　５６－２２２０
  大 森　 �  野 田 �　５５－２３０７

日　　時　１２月４日（日）午前１０時～午後３時（法務総合相談は午後３時３０分まで）
場　　所　おおみやコミュニティセンター（北町４００－２）
相談内容　境界争い、相続・贈与・売買などの登記手続、抵当権の抹消手続、地代家賃の供託手続、戸籍の届出

方法、成年後見制度、サラ金の取立て問題、夫婦・親子など家庭内の問題、近隣とのトラブル、セク
ハラ、子どものいじめ、ＤＶ問題などについて、法務局職員及び人権擁護委員が相談に応じます。

問合せ先　水戸地方法務局総務課　�０２９－２２７－９９１１
市役所本庁市民課　（５２）－１１１１（内線１０２）

※広報「常陸大宮No.７」平成１７年４月号では、人権相談所の開設を１２月６日にショッピングセンターピサーロ
と掲載しましたが、法務総合相談と合同で開設するため、４日に変更しました。
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人権相談所・法務総合相談所を合同で開設します
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美
和
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
９

月　

日
か
ら　

日
の
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、

１２

１６

シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
等
を
配
布
し
交
通
安
全
啓

蒙
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
大
宮
警
察
署
交
通
課
職
員
に
よ

る
講
話
も
実
施
。　

日
に
は
、
運
転
の
適
正

１３

テ
ス
ト
実
施
装
置
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

模
擬
体
験
装
置
を
用
い
て
、
実
際
の
状
況
を

体
験
し
ま
し
た
。
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〜
大
宮
中
３
年　
�
尾
佳
奈
さ
ん
が
発
表
〜

　

９
月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

２５

て
、「
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
作
文
に
し
、
発
表
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
的
思
考
や
広
い
視

野
と
柔
軟
な
発
想
や
創
造
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

大
会
に
は
、
県
内
中
学
生
１
万
６
千
人

（
参
加
中
学
１
０
８
校
）
が
応
募
し
、
当
日
は

そ
の
内　

人
が
発
表
と
な
り
、
本
市
か
ら
大

１０

宮
中
学
校
３
年　
�
尾
佳
奈
さ
ん
が
、「
友

達
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま

し
た
。

　
�
尾
さ
ん
は
、
残
念
な
が
ら
入
賞
と
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
学
校
の
生
徒
を
は
じ

め
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
の
前
で
も
、
落

ち
着
い
て
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
宮
町
商
工
会
と
山
方
町
商
工
会
、
美
和

村
商
工
会
、
緒
川
村
商
工
会
、
御
前
山
村
商

工
会
の
合
併
契

約
調
印
式
が　
１０

月　

日
、
市
文

２０
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、

来
賓
を
は
じ
め

関
係
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
見

守
る
な
か
、
各

商
工
会
長
と
立
会
人
の
市
長
が
合
併
契
約
書

に
調
印
。
堅
く
握
手
を
交
わ
し
、「
常
陸
大

宮
市
商
工
会
」
と
し
て
経
済
発
展
に
努
め
る

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

各
商
工
会
は
自
治
体
合
併
に
あ
わ
せ
、
平

成　

年
年
９
月　

日
に
合
併
協
議
会
を
設
置

１６

２１

し
、
こ
れ
ま
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
合
併
に
よ
り
、
新
し
い
商
工
会
は
会

員
数
約
１
、８
０
０
人
を
超
え
、
つ
く
ば
市

に
次
い
で
県
内
で
２
番
目
に
大
き
い
商
工
会

の
誕
生
と
な
り
、
市
内
の
産
業
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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〜
常
陸
大
宮
市
の
自
然
を
守
る

浜
ち
ゃ
ん
コ
ン
ペ
〜

　
　

月
７
日
、
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
セ
ブ
ン
レ
イ

１０
ク
ス
に
お
い
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
自

然
豊
か
な
茨
城
県
北
地
域
に
感
動
し
、
数
年

前
か
ら
こ
の
地
域
で
ゴ
ル
フ
に
親
し
ん
で
い

る
浜
圭
介
さ
ん
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然

を
守
る
た
め
企
画
し
今
年
で
５
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

当
日
は
、
浜
圭
介
さ
ん
を
は
じ
め
１
８
６

人
が
参
加
し
、
新
ペ
リ
ア
方
式
で
競
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
か
ら
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金　

万
円

２０

が
市
へ
寄
附
さ
れ
、
今
後
、
市
の
環
境
保
全

の
た
め
に
有
効
に
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
に
参
加
し
た
緒
川
地

域
出
身
の（
株
）第
一
興
商
代
表
取
締
役
社
長

　

米
田
龍
佳
さ
ん
よ
り　

型
液
晶
テ
レ
ビ

３２

（　

万
円
相
当
）が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

３３テ
レ
ビ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
に

設
置
し
ま
し
た
。

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																


















�
�
�
�
�
�
�
�
	



����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																















��������	


�
�
�
�
�

　

美
和
地
域

の�
久
保
利

男
さ
ん
か
ら

自
宅
の
松
の

盆
栽
に
き
の

こ（
ハ
ツ
タ

ケ
）が
生
え

た
と
の
連
絡

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
見
る
と
、
松
の
盆
栽
の
根
本
に

ニ
ョ
キ
っ
と
、
薄
茶
色
の
き
の
こ
が
２
本

生
え
て
い
ま
し
た
。�
久
保
さ
ん
は
、
盆
栽

を
は
じ
め
て　

年
に
な
る
が
、
初
め
て
み

40

る
珍
し
い
現
象
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ハ
ツ
タ
ケ
は
チ
チ
タ
ケ
属
で
、
夏
か
ら

初
秋
に
か
け
て
松
林
な
ど
に
生
え
、
御

飯
、
お
汁
に
は
お
い
し
い
き
の
こ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
発
生
量
は
と

て
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

成績　男子優勝　神永　克也
女子優勝　綿引　正枝
ベストグロス　細川たかし

▲壇上で発表する�尾さん



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号１３

教
育
委
員
さ
ん
を
ご
紹
介

　

任
期
満
了
に
よ
り
教
育
委
員
の
冨

山
悟
さ
ん
（
石
沢
）
と
大
越
眞
さ
ん

（
北
塩
子
）
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に

　

月　

日
付
で
細
谷
篤
正
さ
ん
と
瀧

１０

２０

田
正
夫
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
臨
時
教
育
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
よ
う
に
委
員
会
の
構
成

が
決
定
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
長

　
　
　

岡�
　

怜
子
さ
ん（
上
小
瀬
）

○
教
育
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　

三
次　

文
子
さ
ん（
盛　

金
）

○
委
員

　
　
　

細
谷　

篤
正
さ
ん（
野
中
町
）

　
　
　

瀧
田　

正
夫
さ
ん（
檜　

山
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　

坂
本　

忠
夫
さ
ん（
富　

岡
）

教育委員の皆さん（写真右から細谷さん、
瀧田さん、岡�さん、三次さん、坂本さん）

��������������������������������
������������������� ����

　１０月２日に常陸大宮市辰の口「おおみや消防広場」において、第５６回茨城県消防
ポンプ操法競技大会県北地区大会が実施されました。強豪ひしめく中、「美和消防団」が
ポンプ車の部、小型ポンプの部がともに優勝を果たしました。
　ポンプ車の部で優勝したチームは、来る１１月２６日（土）に実施される全国消防操法茨城県代表選考
会に出場します。更なる応援をよろしくお願いします。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

��������	
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平成��年�月末の火災及び救急概況
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※救急需要は年々増加しています。
　救急車は正しく使いましょう。

　火災概況

　救急概要



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号１４

☆順不同・敬称略

　市野球連盟（桜井弘道会長）主催により、９月１１日
から４日間の日程で行われました。
　大会には、市内の２８チームが参加し、美和スターズ
が栄冠を勝ち取りました。主な成績は次のとおりです。
【準決勝】　ウィングス　　２－４　美和スターズ

　ドリームス　　４－１　ダンデライオン
【決　勝】　美和スターズ　１７－１　ドリームス
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●
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●
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（市民球場ほか）

（西部総合公園テニスコート）

　９月２５日、市テニス連盟（菊池修平会長）主催に
より行われました。当日は、６０人の参加があり、各
部門において熱戦が展開されました。成績は次のと
おりです。
《ミックスダブルスＡ》

優　勝　　荒井　　稔・蝦名とも子
準優勝　　松本三千男・山蔦みや子
第３位　　宇留野　純・貝　　智子

《コンソレーション優勝》
貝　功・大槻恵美子

《ミックスダブルスＢ》
優　勝　　四倉　美弥・近藤　智子
準優勝　　砂川　克男・石川　節子
第３位　　堀江　正徳・石島美枝子

《コンソレーション優勝》
石川　明徳・石川　和子

　１０月２日、２３日に、市ソフトボール連盟（神永哲男
会長）主催により開催されました。市内から４２チーム
の参加があり、見事盛和が連続優勝しました。主な成
績は次のとおりです。
【準決勝】緑ヶ丘ソフト　４－１１　盛和

富岡ソフト　　　　９－８　上村田ソフト
【決　勝】盛　　和　　　　９－５　富岡ソフト

��������	
��

（西部総合公園多目的グランドほか）

　９月１８日、山方近郊中学校剣道大会が、市教育委員
会山方事務所・山方地域体育協会主催により開催され
ました。団体戦のみ行われ、市内、市近郊から男子の
部１７チーム、女子の部１２チームの参加があり、熱戦の
末、男子の部は山方中、女子の部は大子中が優勝しま
した。
《男子の部》
優　勝　山方中Ａ
準優勝　那珂一中
第３位　那珂四中

大宮中Ａ

��������	
�
（山方中学校体育館）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

《女子の部》
優　勝　大子中
準優勝　那珂一中
第３位　緒川中

那珂四中

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲優勝した山方中Ａチーム ▲第３位となった緒川中チーム

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲

優
勝
し
た
美
和
ス
タ
ー
ズ

▲

連
続
優
勝
を
果
た
し
た

　

盛
和



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号１５

　市バレーボール連盟（中村稔会長）主催により、９
月２５日に開催されました。
　大会には、市内から２３チームの参加があり、熱戦の
結果、グルービーが優勝しました。
優　勝　グルービー
準優勝　大賀ディアーズ
第３位　ユアーズ

BLクラブ
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（西部総合公園体育館）
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《
常
陸
大
宮
市
へ
》

　

浜
ち
ゃ
ん
コ
ン
ペ

金
２
０
０
、０
０
０
円

（
株
）第
一
興
商

　
（
代
表
取
締
役
社
長　

米
田
龍
佳
）

　

型
液
晶
テ
レ
ビ

32

（
株
）東
京
電
力

防
犯
灯　
　

基
30

《
奨
学
資
金
へ
》

（
有
）外
山
商
店（
大
塚
恵
三
）

金
３
０
０
、０
０
０
円

（
有
）瑞
穂
農
場

　
（
会
長　

下
山
好
夫
）

金
５
０
０
、０
０
０
円

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会上大賀区パターゴルフ大会
　10月10日、大宮地域内上大賀区でパターゴル
フ・バーベキュー大会が行われました。
　この大会は、交流の少なくなっている区民の懇
親を深めるため、区内の樫村道さんの芝畑（４
ha）で行われ、今年で３回目を迎えるそうです。
当日は、あいにく朝から雨模様でしたが、大会に
は小学４年生から80歳以上の高齢者まで約50人
が参加しました
　皆さん傘をさしたりカッパを着たりしながらの
プレーとなりましたが、あちらこちらから笑い声
や悔しがる声などが聞かれ、雨も忘れてプレーに
夢中になっていました。
　プレー後は公民館でバーベキュー大会も行わ
れ、皆さん年齢を超えてふれあい、楽しい１日を
過ごしたようです。

　市バレーボール連盟（中村稔会長）主催により、９
月２５日に開催されました。
　大会には、市内から２３チームの参加があり、熱戦の
結果、グルービーが優勝しました。
優　勝　グルービー
準優勝　大賀ディアーズ
第３位　ユアーズ

BLクラブ

（アザレアカントリークラブ）

　１０月２５日、緒川地域体育協会（掛札行雄会長）主催
により開催されました。
　当日は快晴の中、６１人が参加し、新ぺリア方式で実
施されました。上位入賞者は次のとおりです。
優　勝　五位渕　粤

（グロス９０・HDCP１９．２・ネット７０．８）
準優勝　長山　孝

（グロス９２・HDCP２０．４・ネット７１．６）
第３位　長山和義

（グロス８５・HDCP１３．２・ネット７１．８）

��������	
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　１０月２日・３日の２日間、岩手県花巻市総合体育館
において第１８回全国スポーツ・レクリエーション祭イ
ンディアカ大会が行われました。
　本市からも県の代表として、美和ユニークス（代表
　河野秀男）が出場し、４８チーム出場中第６位（イー
ハトーブ賞）と健闘、はつらつプレーを展開しました。
　同チームは、市内のインディアカ連盟に所属し嶐郷
小体育館で週１回の練習を行っています。

▲
優
勝
し
た
グ
ル
ー
ビ
ー



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１１月号１６
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　段々と肌寒くなってくると、何かと屋内にこもりがち。しかし、市内には
豊かな自然がいたるところにあります。また、茨城県では、身近なところ
を歩いて、楽しく健康増進ができるヘルスロードの整備を進めています。
素晴らしい自然を楽しみながら、体も心もリフレッシュさせましょう。

①

②

�������� � � �

��������	
��
������
��������	
����
���

������

���� � � ������� �

������� �

��������	
���
���	������

①

��������	� � � �

��������	
���
��������
��������	�
��
��������

������

���� � � �������� �

������� �

��������	
�������������

②

�������� � � �

��������	�
��
�����
��������	
��
�����

������

������� � � �������� �

������� �

���������	
���
����������

③

③

����������	�
��
�������������	�
��
�������������	�
��
���
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※所要時間や歩数・消費カロリーはめやすです。
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緒
川
地
域
松
之
草
に
は
、
徳
川
光
圀
が

訪
れ
た
と
い
う
紙
漉
場
の
跡
が
残
っ
て
い

ま
す
。

�
�
�
��
�
��
	�

�

�
�
�

　

市
内
松
之
草
、「
風
車
の
弥
七
の
墓
」
の

す
ぐ
そ
ば
に
「
松
之
草
紙
漉
場
跡
」
の
碑

が
建
ち
、
傍
ら
に
は
有
志
の
方
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
紙
漉
き
道
具
の
小
さ
な
展
示
館

「
和
紙
資
料
館
」
が
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
前
半
、
二
代
藩
主
光
圀
は
、

水
戸
藩
の
侍
女
た
ち
が
紙
を
浪
費
す
る
の

を
常
々
歎
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
冬

の
寒
い
日
、
松
之
草
村
の
小
瀬
沢
川
に
侍

女
た
ち
を
遣
わ
し
冷
た
い
水
で
紙
を
漉
く

農
民
の
姿
を
見
せ
、
そ
の
苦
労
を
教
え
紙

を
大
切
に
使
う
よ
う
に
諭
し
た
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
水
戸
藩
士 
立 たち

 
原  
翠  
軒 
の
編
に
よ
る
「 
西  
山  
遺  
聞 
」
な
ど

は
ら 
す
い 
け
ん 

せ
い 
ざ
ん 
い 
ぶ
ん

の
史
料
に
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に

明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
発
行
の
尋

常
小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
、
大
正
八

（
一
九
一
九
）年
発
行
の
修
身
の
教
科
書
に

も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

紙
漉
き
は
農
閑
期
に
行
な
わ
れ
、
ま
た

寒
い
時
期
に
漉
い
た
紙
が
良
質
で
あ
っ
た

の
で
、
冬
場
に
盛
ん
に
漉
か
れ
ま
し
た
。

冷
え
た
手
を
温
め
る
の
に
使
わ
れ
た
「
手

あ
ぶ
り
」
と
い
う
道
具
も
和
紙
資
料
館
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寒
い
時
期
の
過

酷
な
紙
漉
き
の
仕
事
も
主
に
女
性
の
手
で

行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
で
も
手
漉
き
和
紙
の
生
産
は
技
術

と
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
大
変
な
仕
事
で

す
。
そ
の
苦
労
を
知
っ
て
い
れ
ば
一
片
の

紙
も
無
駄
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
�
�
��
�
��
	

　

現
在
の
山
方
、
美
和
、
緒
川
、
御
前
山

地
域
で
は
古
く
か
ら
和
紙
生
産
が
行
な
わ

れ
、
江
戸
時
代
以
降
は
西
ノ
内
紙
の
産
地

と
し
て
多
く
の
家
で
紙
が
漉
き
だ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
農
間
余
業
と
し

て
紙
漉
き
を
行
な
っ
て
い
た
家
も
あ
り
、

紙
漉
き
に
使
う 
槽 
、 
簀 
、 
桁 
な
ど
の
紙
漉

ふ
ね 

す 

け
た

き
の
道
具
や
、
楮
を
白
皮
に
加
工
す
る
際

の
道
具
を
所
持
す
る
お
宅
も
あ
る
よ
う
で

す
。
紙
漉
場
跡
に
建
て
ら
れ
て
い
る
和
紙

資
料
館
に
は
そ
の
よ
う
に
し
て
寄
贈
さ
れ

た
紙
漉
き
道
具
や
原
料
と
な
る 
楮 

こ
う
ぞ

や 
三  
椏 

み
つ 
ま
た

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
地
域
は
原
料
の
栽
培
、
加
工

か
ら
紙
漉
き
ま
で
の
工
程
を
す
べ
て
現
地

で
行
な
う
こ
と
の
で
き
る
日
本
で
唯
一
の

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
北
部
と
大
子
町
で
生
産
さ
れ
る
楮

は
な
ぜ
か
古
く
か
ら 
那  
須 

な 

す 
楮 
と
呼
ば
れ
、

こ
う
ぞ

最
高
の
品
質
の
楮
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
の
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る
岐
阜

県
の 
本  
美  
濃  
紙 
の
原
料
と
し
て
指
定
さ
れ

ほ
ん 
み 

の 
が
み

る
な
ど
品
質
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
原
料
の
那
須
楮
の
栽
培
や

白
皮
へ
の
加
工
を
行
な
っ
て
い
る
農
家
は

高
齢
化
や
後
継
者
の
不
足
と
い
っ
た
切
実

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

紙
漉
き
に
使
う
道
具
に
つ
い
て
も
当
地

域
で
は
製
造
、
修
繕
の
で
き
る
職
人
が
途

絶
え
、
他
地
域
で
の
仕
事
に
頼
ら
ざ
る
を

�������������������
まつ の くさ かみ すき ば

得
な
い
状
況
で
す
。
歴
史
あ
る
西
ノ
内
紙

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
紙
漉

き
の
道
具
の
保
全
を
早
急
に
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
資
料
館
で
は
、
西
ノ
内

紙
の
姿
を
歴
史
的
に
と
ど
め
る
た
め
、
聞

き
取
り
調
査
や
資
料
収
集
な
ど
種
々
の
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
紙
漉
き
に
つ
い
て

ご
存
知
の
こ
と
や
、
お
持
ち
の
史
資
料
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
資
料
館
（�
（　

）１
５２

４
５
０
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

▲
紙
漉
場
跡
に
建
て
ら
れ
た
和
紙
資
料
館

（
市
内
松
之
草
）

�
紙
漉
場
跡
を
流
れ
る
小
瀬
沢
川
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　適度な運動は、生活習慣病予防に欠かせません！
運動には、

○循環器系や呼吸器系の機能を高め、
からだ全体の機能を向上。

○脂肪を燃やすので、生活習慣病の大敵「肥満」の予防。
○気分をリフレッシュさせ、ストレス解消。

　など、さまざまな効果があります。特に、生活習慣病予防には、ウォーキング、水泳などの酸素を
使いながら長時間続ける「有酸素運動」が効果的です。
　しかし、日常生活の中で運動をする時間がなかなかとれない、長続きしない、そんな慢性的な運動
不足の人におすすめなのが、ちょっとした合間にできるストレッチングです。

���������������������

��������	

�両手を頭の上で組み、手のひらを上に向け

ながら伸ばす

※息を止めない。踵を上げないようにする。

�肩の高さで両腕を前に伸ばし、手のひらを

外に向け指を組み、前方に押すように伸ば

す。

���������	
��

�仰向けに寝て両足を曲げ、両ひざを外側に

倒し、足裏をあわせる。ひざを床につける

ように伸ばす。

�仰向けに寝て、ひざを曲げ楽にする。

腰椎を床に押しつけるように圧迫し、腰を

平らにして、しばらくその姿勢を保つ。

■ストレッチング～こんなことからはじめてみよう～

■ストレッチングをするときの注意

「毎日続けよう」 焦らず無理をしないで続けることが必要。

「息は止めない」 筋肉を伸ばす時は、ゆっくり息をはく。

「弾みをつけない」 ゆっくりと、徐々に筋肉を伸ばす。弾みを

つけると筋肉を傷めます。

「気持ちよく楽しむ」 痛いところまで伸ばさず心地よく楽しむ。

「意識を集中する」 どこの筋肉が伸びているか、意識する。

①疲労回復

②ストレス解消

③筋肉に圧迫されていた血管を柔軟にさせ、新陳代謝を活性化

④筋肉の適度な刺激による、からだの引き締め

⑤持続することで体の柔軟性を向上

■ストレッチングの効果
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８・22日
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�ロゼのつどいのおはなし会
�������������������	
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�めばえの会のおはなし会
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�クリスマスおたのしみ会
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�冬休みこども映画会
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�子ども放送局
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診となることがありますの
で、電話で確認してからお出かけください。

※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。ただ
し、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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�休日・祝日の当番医　　11/20～12/31
電話番号病院名（所在地）日付
（52）0547

0287（82）3803
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
高野医院（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）

20

（52）0302
0287（82）2544
0285（63）2303

大曽根内科小児科（栄町）
滝田内科医医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町） 

23

（53）2115
0287（82）2157
0285（63）0323

丹治医院（東富町）
星医院（栃・那須烏山市）
青木医院（栃・茂木町）

27

（52）0116
0287（83）2175
0285（63）0320

小泉医院（上町）
瀧童内医院（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

12/4

（53）1111
0287（84）0001
0285（63）0036

志村大宮病院（上町）
水沼医院（栃・那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

11

（52）0547
0287（83）2250
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
近藤クリニック（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

18

（52）3181
0287（82）2781
0285（63）1151

上久保医院（東富町）
七合診療所(栃･那須烏山市)
茂木中央病院（栃・茂木町）

23

（53）2115
0287（84）1616
0285（64）1122

丹治医院（東富町）
佐野医院（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）

25

0285（63）2303吉永医院（栃・茂木町）29

0285（63）0323青木医院（栃・茂木町）30

（54）7777
0285（63）0320

一貫堂クリニック（下町）
今井医院（栃・茂木町）

31
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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　９月６日、茨城県教育研修センターにおいて「英語インタ

ラクティブフォーラム県大会」が開催されました。この大会

は、対話式の（インタラクティブ）討論会（フォーラム）で、

決められたテーマについて英語を使った対話による討論を行

い、英語でのコミュニケーション能力を競うものです。

　大会には、県内を勝ち進んできた中学２･３年生、高校生が

参加し、市からは、上野由香さん（大宮中３年）、助川あゆ

みさん（大宮中２年）、星野祐太さん（第一中２年）、三那川

恵梨さん（御前山中３年）の４人が出場しました。

　大会は、最近の話題も矢継ぎ早に飛び出すなど、ハイレベ

ルなものとなりましたが、上野さんが「茨城県議会議長賞」

を、三那川さんが「茨城県教育委員会教育長賞」を受賞する

など好成績を収めました。

　市が進めている中学校への外国人指導助手（ＡＬＴ）の配

置や、オーストラリアへの派遣事業などが力となり、こうし

た大会に自信をもって参加する生徒が増えているそうです。

　今後もさらに、英

語によるコミュニ

ケーション能力が育

ち、世界に通用する

人材の育成が期待さ

れます。

●病院ホームページもご覧ください。
　アドレス　http://www.ho-saisei.jp
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常陸大宮市の人口（１０月１日現在・推計常住者）

総人口４７，７２４人（男２３，２４１人、女２４，４８３人）
世帯数１６，２７８世帯
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▲

大
宮
中
の
上
野
さ
ん（
左
）と

　

助
川
さ
ん（
右
）

▲

第
一
中
の
星
野
さ
ん

▲

御
前
山
中
の
三
那
川
さ
ん


